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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
筐体に放射線または光検出素子がマトリックス状に配列された受光部を有する平板状の画
像検出基板と、この画像検出基板が検出した画像情報を筐体の外部に出力するために必要
な部品を内蔵した二次元画像検出器において、筐体の放射線または光非入射面の全外周ま
たは外周の複数箇所に、筐体の厚さを薄くし前記筐体を保持するための防振具を取り付け
るための段部を設けたことを特徴とする二次元画像検出器。
【請求項２】
請求項１における二次元画像検出器において、前記段部の外面を防振具の取り付け部とす
るとともに、前記筐体の外部から取り込んだ配線を接続する接続部を放射線または光の入
射側から見た前記筐体の外形よりはみださないように配置することを特徴とする二次元画
像検出器。
【請求項３】
請求項１または請求項２記載の二次元画像検出器を、前記段部に取り付けた防振具を介し
て取り付けたことを特徴とする撮影装置。
【請求項４】
防振具はゴム式であることを特徴とする請求項１または請求項２記載の二次元画像検出器
。
【請求項５】
防振具はゴム式であることを特徴とする請求項３記載の撮影装置。
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【請求項６】
ゴム式の防振具は、それぞれに取り付け用のネジ部を有する一対の取付具の間にゴム材を
挟持するとともに、前記一対の取付具の少なくとも一方は、取り付け面に垂直で互いに平
行な二つの面を少なくとも一組有することを特徴とする請求項５記載の撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、放射線または光の画像を検出できる二次元画像検出器および二次元画像検出器
を用いた撮影装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
二次元画像検出器の中には、例えば人体を透過したＸ線をマトリックス状に配列された多
数のＸ線検出素子によって受光して、人体のＸ線透過像の画像情報を電気信号に変換する
Ｘ線フラットパネル型検出器のように平面状でかつ比較的広い面積の受光面を持つものが
ある（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
一般にこのような画像検出器は、多数の放射線または光検出素子がマトリックス状に配列
された受光部を持つ平板状の画像検出基板と、画像検出基板により検出された画像データ
の読み出しのタイミングを制御するデータ読み出し制御基板等の画像検出基板の周辺回路
基板、画像検出基板や検出器周辺回路基板に電源を供給する電源関係基板、各基板等の発
熱部に対する冷却機構、画像検出器の外部から接続される信号および電源用配線の接続部
等を筐体に内蔵している。
【０００４】
またこのような画像検出器は通常画像収集処理装置の画像検出ユニットとして用いられる
が、その内部には微弱な強度の画像データ信号を扱う部分があるため、画像検出器が機械
的な振動や衝撃を受けると画像データにノイズが発生することがある。このノイズを軽減
するため画像検出器は防振ゴム等の防振具を介して画像収集処理装置の画像検出器保持部
に取り付けられることがある。
【０００５】
図３（Ａ）および（Ｂ）に画像検出器１の平面図および正面図を示す。なお図３（Ａ）お
よび（Ｂ）は画像検出器１を防振ゴム３を介して画像検出器保持部４に取り付けた状態を
模式的に示すものでもある。
【０００６】
上述したように、画像検出器１の内部には微弱な強度の画像データ信号を扱う部分がある
ため、機械的な振動や衝撃を受けると画像データにノイズが発生するので、画像検出器１
は４個の防振ゴム３を介して画像収集処理装置（図１には表示していない）の画像検出器
保持部４に取り付けられている。　
【特許文献１】特開２００２－９２６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
このような画像検出器を画像検出ユニットとして用いる画像収集処理装置では、通常設置
される部屋の広さ等により光源と画像検出器との距離が制限され、かつその間に配置され
る被写体がある程度の厚さを持つことが多いため、画像検出器の厚さはできるだけ薄いこ
とが望ましい。
【０００８】
しかし上述したように画像検出器１が機械的な振動や衝撃を受けると画像データにノイズ
が発生するので、通常画像検出器１は図３（Ａ）および（Ｂ）に示すように、筐体２の底
面の四隅に取り付けられた防振ゴム３等の防振具を介して画像検出器保持部４に取り付け
られるが、この結果画像検出器１は防振ゴム３によってその高さ分だけ持ち上げられるた
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め、防振ゴム３がない場合に比べて画像検出器１の厚さが防振ゴム３の高さ分だけ厚くな
ったのと同じ不都合を生じる。
【０００９】
またこのような場合に用いられる防振ゴム３は、例えば図４（Ａ）の平面図および図４（
Ｂ）の断面図によって示すように、取付ネジ穴部３Ａを有する上側取付具３Ｂと取付ネジ
棒部３Ｃを有する下側取付具３Ｄの間にゴム材部３Ｅを挟持する構造になっている。その
ため防振ゴム３を、その取付ネジ棒部３Ｃを図３（Ｂ）に示す画像検出器保持部４に設け
られたネジ穴部に螺合して固定した後、画像検出器１を図４（Ｂ）に示す防振ゴム３の取
付ネジ穴部３Ａにネジ止めすると、ネジの回転が摩擦によって上側取付具３Ｂに伝わり、
上側取付具３Ｂもある程度回転する。一方下側取付具３Ｄはすでに画像検出器保持部４に
固定されているため、上側取付具３Ｂと下側取付具３Ｄの間で挟持されるゴム材部３Ｅは
ねじれた状態で固定される。このことはゴム材部３Ｅの寿命の短縮および防振ゴム３の防
振性の悪化につながる。
【００１０】
本発明は上記の事情に鑑み、画像検出器を防振ゴム等の防振具を介して画像検出器保持部
に取り付けた場合において、防振ゴムの高さの影響をほとんど受けない高さで取り付け可
能な二次元画像検出器の提供を目的とする。また、同様に画像検出器保持部に取り付けた
場合において、防振ゴムの寿命の短縮がなく、しかも防振特性が悪化しない二次元画像検
出器の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明は上記の目的を達成するために、筐体に放射線または光検出素子がマトリックス状
に配列された受光部を有する平板状の画像検出基板と、この画像検出基板が検出した画像
情報を筐体の外部に出力するために必要な部品を内蔵した二次元画像検出器において、筐
体の放射線または光非入射面の全外周または外周の複数箇所に、筐体の厚さを薄くし前記
筐体を保持するための防振具を取り付けるための段部を設けたことを特徴とするものであ
る。
【００１２】
また上記の防振具として防振ゴムを用いる場合、防振ゴムはそれぞれに取り付け用のネジ
部を有する一対の取付具の間にゴム材を挟持するとともに、前記一対の取付具の少なくと
も一方は、取り付け面に垂直で互いに平行な二つの面を少なくとも一組有することを特徴
とするものである。
【発明の効果】
【００１３】
本発明によって、画像検出器を防振具を介して画像検出器保持部に取り付けるとき、防振
具を含めた画像検出器の厚さが防振具の付設によって厚くなる程度を低減することができ
るので、光源と画像検出器との距離が制限され、かつその間に入る被写体の厚さが厚い場
合特に有効である。
【００１４】
また本発明によって、画像検出器を防振ゴムを介して画像検出器保持部に取り付けるとき
、防振ゴムの取付具に設けられた取り付け面に垂直で互いに平行な二つの面を、例えばス
パナ等の工具を用いて保持した状態でネジ止めを行うことにより、画像検出器が防振ゴム
上に固定されたとき、ゴム材部がねじれた状態になるのを防ぐことができる。この結果防
振ゴムの寿命の短縮および防振効果の低減を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施例の画像検出器の筐体形状と、画像検出器を防振ゴムを用いて画像検出器保
持部に取り付けた状態を模式的に示す図である。
【図２】実施例で使用される防振ゴムの構造および形状を示す図である。
【図３】従来の画像検出器の筐体形状と、画像検出器を防振ゴムを用いて画像検出器保持
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部に取り付けた状態を模式的に示す図である。
【図４】従来使用されている防振ゴムの構造および形状を示す図である。
【符号の説明】
【００１６】
１：画像検出器２：筐体２Ａ：筐体中央部空間２Ｂ：筐体周辺部空間３：防振ゴム３Ａ：
取付ネジ穴部３Ｂ：上側取付具３Ｃ：取付ネジ棒部３Ｄ：下側取付具３Ｅ：ゴム材部３Ｆ
：上側取付具面取部３Ｇ：下側取付具面取部４：画像検出器保持部５：プラグ６：ケーブ
ル
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
以下図１および図２を用いて本発明の実施例について説明する。図１（Ａ）および（Ｂ）
は実施例で説明する画像検出器の平面図および正面図である。なお図１（Ａ）および（Ｂ
）は画像検出器を防振ゴムを介して画像検出器保持部に取り付けた状態を模式的に示すも
のでもある。また図２（Ａ）および（Ｂ）は実施例で使用する防振ゴムの平面図および正
面図である。
【００１８】
筐体２については、従来その断面が図３（Ｂ）からわかるように矩形であるのに対して、
本実施例では図１（Ｂ）からわかるように凸型である。ここで本実施例の筐体２の内部の
スペースを凸部にあたる筐体中央部空間２Ａとその左右２箇所の筐体周辺部空間２Ｂに区
分すると、筐体中央部空間２Ａに比べて筐体周辺部空間２Ｂは底が浅くなっている。
【００１９】
また筐体２の中央と周辺の厚さの差は画像検出器１を画像検出器保持部４に取り付けるた
めに使用する円柱状の防振ゴム３の長さより短くなっており、中央に比べて浅くなってい
る周辺の２個の長方形の底面は、いずれもその短い方の辺の長さでも、本実施例で使用す
る図２に示す防振ゴム３の外形円の直径より長くなっている。
【００２０】
筐体２の側面のうち筐体周辺部空間２Ｂの底面と筐体中央部空間２Ａの底面の間の二つの
側面の内壁またはその近傍に画像検出器１の内部に配線された信号線あるいは電源線が接
続されたレセプタクル（図１には表示していない）を必要個数取り付け、画像検出器１の
外部に配線された信号線あるいは電源線のケーブル６が接続されたプラグ５を対応する前
記各レセプタクルと嵌合するために必要な広さの孔を前記側面に必要個数設ける。ただし
これらのレセプタクルおよびプラグ５から構成される画像検出器１の外部との信号線ある
いは電源線の接続部は、筐体２に後述の方法で取り付けられる防振ゴム３を回避した位置
に設けられ、前記接続部の外形が放射線または光の入射側から見た筐体２の外形に含まれ
るように、筐体周辺部空間２Ｂの底面の短い方の辺の長さとプラグ５の長さが決められて
いる。
【００２１】
なお特許請求の範囲の請求項２に記載した「前記筐体の外部から取り込んだ配線を接続す
る接続部を放射線または光の入射側から見た前記筐体の外形よりはみださないように配置
する」とは例えば上記実施例の場合、筐体周辺部空間２Ｂの底面の短い方の辺の長さより
プラグ５の長さが短くなるようにして、レセプタクルおよびプラグ５から構成される画像
検出器１の外部との信号線あるいは電源線の接続部の外形が放射線または光の入射側から
見た筐体２の外形に含まれるように配置することを意味している。
【００２２】
上記のような形状の筐体２を持つ画像検出器１を、底面の４隅に設けられた各取付孔が、
画像検出器保持部４に取り付けられた４個の防振ゴム３の各取付ネジ穴部３Ａの上に配置
されるように載せて、４本のネジにより４個の防振ゴム３の上に固定する。ただし４個の
防振ゴム３は、その外形円が筐体２周辺の浅くなった底面からはみださない位置にくるよ
うに、画像検出器保持部４に取り付けられている。
【００２３】
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この結果防振ゴム３を含めた画像検出器１の厚さは、従来の形状の筐体２を持つ画像検出
器１の場合、筐体２の厚さと防振ゴム３の高さの合計になるのに対して、本実施例の形状
の筐体２を持つ画像検出器１の場合、中央に比べて薄くなっている筐体２の周辺の厚さと
防振ゴム３の高さの合計になり、筐体２の周辺の厚さが従来の形状の筐体２の厚さより薄
い場合、防振ゴム３を含めた画像検出器１の厚さは従来より薄くなる。
【００２４】
また本実施例で使用する防振ゴム３については、図２に示すように、取付ネジ穴部３Ａを
有する上側取付具３Ｂと取付ネジ棒部３Ｃを有する下側取付具３Ｄの間にゴム材部３Ｅを
挟持する点は従来と同じであるが、円柱状の上側取付具３Ｂおよび下側取付具３Ｄについ
て、それぞれの取り付け面に垂直でかつ互いに平行な二面とそれぞれの取り付け面と平行
な面およびそれぞれの円柱の側面によって囲まれる部分が切り取られて、それぞれに互い
に平行な二面からなる上側取付具面取部３Ｆおよび下側取付具面取部３Ｇが形成されてい
る。なお円柱状の上側取付具３Ｂおよび下側取付具３Ｄの厚さおよび切り取られる部分の
体積は、これらの部分が切り取られても、上側取付具３Ｂおよび下側取付具３Ｄのいずれ
もが画像検出器１の固定に必要な強度を失わない範囲になるように設定されている。
【００２５】
画像検出器１を画像検出器保持部４に取り付けるとき図２に示す防振ゴム３を用いると、
防振ゴム３の取付ネジ棒部３Ｃを画像検出器保持部４に設けられたネジ穴部に取り付ける
とき、下側取付具面取部３Ｇを利用して例えばスパナ等の工具により確実に締め付けるこ
とができる。その後画像検出器１を防振ゴム３の取付ネジ穴部３Ａにネジ止めするとき、
例えばスパナ等の工具により上側取付具面取部３Ｆを保持した状態でネジを回転させるこ
とができるので、上側取付具３Ｂがネジとの摩擦によって回転するのを防止できるため、
ゴム材部３Ｅがねじれた状態で固定されるのを防ぐことができる。
【００２６】
なお上記実施例では、筐体２についてその断面が凸型の例について説明したが、直方体の
筐体２の底面の四隅に筐体２の
厚さを薄くするように段部を設けて、そこに各１個ずつ防振ゴム３を付設してもよい。こ
の場合筐体２の容積が上記実施例の場合より増加するので、その部分にレセプタクルおよ
びプラグ５から構成される画像検出器１の外部との信号線あるいは電源線の接続部を内蔵
することができる。
【００２７】
なお特許請求の範囲の請求項２に記載した「前記筐体の外部から取り込んだ配線を接続す
る接続部を放射線または光の入射側から見た前記筐体の外形よりはみださないように配置
する」とは例えば上記実施例の場合のように、レセプタクルおよびプラグ５から構成され
る画像検出器１の外部との信号線あるいは電源線の接続部を筐体２に内蔵するケースも含
んでいる。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
本発明は、放射線または光の画像を検出できる二次元画像検出器および二次元画像検出器
を用いた撮影装置に関する。 
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